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この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づく 
クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的とし 
ていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、 
受信障害を引 さ 起こす ことび あります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


ごを意 

♦本製品の仕様および価格は、製品の改良等により予告なしに変更する場合びあります。 

♦このマニュアルの著作権は、エレコム株式会社び所有しています。 

♦このマニュアルの内容の一部または全部を無断で複製/転載することを禁止させていた 
ださます。 

参このマニュアルの内容に関しては、製品の改良のため予告なしに変更する場合びあります。 

•このマニュアルの内容に関しましては、万全を期しておりますび、万一ご不審な点びご 
ざいましたら、弊社ラニード•ヴポートセンターまでご連絡ください。 

•本製品のラち、戦略物資または役務に該当するちのの輸出にあたっては、外国為替まに 
基づく輸出または役務取弓 I 許可び必要です。 

•本製品は日本国内での使用を前提に製造されています。曰本国外での使用による結果に 
ついて弊社は一切の責任を負いません。また、本製品について海外での保守、サポート 
はおこなっておりません。 

参 Microsoft 、 Windows は米国 Microsoft Corporation の登録商標です。そのほか、こ 
のマニュアルに掲載されている商品名/社名などは、一般に各社の商標ならびに登録商 
標です。本文中における⑩および™は省略させていただをました。 


USB ポート対応11 Mbps 無線 LAN 
イーヴネットアダプタ 


LD-WL1 1/USB2 

_ User's Manual _ 

ユーサーズマニュアル 


■ はじめに ■ 


この度は、弊社ラニードの US 目ポート対応]] Mbps 無線 LAN イーヴネットアダ 
プタ ’’ LD - WL ] ]/ US 目 2" をお買い上げいただき誠にありびとうございます。この 
マニュアルには、 " LD - WL 1 ]/ US 目 2" をコンピュータに導入するにあたっての手 
順び説明されています。また、お客様び ’’ LD - WL 1 1/ US 目 2" を安全に扱っていた 
だくためのを意事項び記載されています。導入作業を始める前に、必ずこのマニュ 
アルをお読みになり、安全に導入作業をおこなって製品を使用するよラにして<だ 
さい。なお、このマニュアルでは一部の表記を除いて’’ LD - WL 1 ]/ US 目 2" を「本 
製品」と表記しています。 


[このマニュアルは、製品の導入後ち大切に保管しておいて<ださい。 I 


参このマニュアルで使われている記号1 


言 己号 

意 味 


夕!意 


作業上および操作上で特に注意していたださたいことを説明していま 
す。この注意事項を守らないと、けびや故障、火災などの原因になるこ 
とびあります。を意してください。 




説明の補足事項や知っておくと便利なことを説明しています。 

因囚 

キーボー ド上の キーを 表わします。 
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ま全にお使いいただ < ために 



けびや故障、乂災などを防ぐために、ここで説明しているを意事項を必ずお読み 
<ださい。 



この表示の注意事項を守5ないと、乂災 • 感電などによる 
死 t や大けがなど人身事故の原因になります。 

A \ を意 

この表示の注意事項を守5ないと、感電やその他の事故に 
よりけがをしたり、他の機器に損害を与えたりすることが 
あります。 


A 警告 


© 本製品の取り付け、取りはずしのとをは、必ずコンピュータ本体および周 
辺機器メーカーの注意事項に従ってください。 

ま意 



本製品の分解、改造、修理をご自分でおこなわないでください。 

火災や感電、故障の原因になります。また、故障時の保証の対象外となり 
ます。 


Q 本製品および本製品を取り付けたコンピュータ本体を、かを使う場所や湿 
気のをいところで使用しないでください。 

乂災や感電、故障の原因になります。 

Q 本製品および本製品を取り付けたコンピュータ本体を巧のようなところで 
使用しないでください。 

•高温または多湿なところ、結露を起こすよラなところ 
-直射曰光のあたるところ 

-平坦でないところ、±台び安定していないところ、振動の発生するところ 
•静電気の発生するところ、火気の周辺 
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※この内容は設定例です。実際にご使用になるネットワーク環境に合わせて設定してください。 


[導入後は、ユーヴ登録参^致をおこなってください。 
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導入の手順フロ ~ 



※この内容は設定例です。実際にご使用になるネットワーク環境に合わせて設定してください。 
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導入後は、ユーヴ登録 (吵 P 7 参照府お こなってください。 


3. 本製品の概要について- 

- 本製品の特長 . 

-本製品の動作環境--- 
•各部の名称とはたらさ 


4. 無線 LAN の基礎知識 


已. 

本製品の接続方法 . 

•13 

6. 

Windows XP での 



わ、 V トマ、 V プ . 

•14 


-ドライバのインストール…… 

.14 


-サービスとプ□トコルの確認- 

.17 


•ネットワークの設定例 . 

.20 


•共有フオルダの設定 . 

.22 

7. 

Windows Me での 



セットアップ . 

•24 

8. 

Windows 98での 



セットアップ . 

•28 

9. 

ピア. ツ _ . ピアでの設定 . 

•33 

10. Windows 2000での 



セットアップ . 

•40 


-ドライバのインストール…… 

■40 


•ネットワークの設定例 . 

.43 


. ユーヴアクセス権の設定 . - ■-- 

•48 


•共有フォルダの設定 . 

■49 


1. パッケージ内容の確認 . 6 

2. 製品の保証とユーザ登録 . 7 


11.ユーティリテイのインス I ル••已0 


12. 無線 LAN に接続する . 已2 

•接続作業の前に . 已2 

- Windows XP での 

無線 LAN 設定 . 已3 

- Windows XP 从外の 

0 S での無線 LAN 設定-•已4 

13. さタブの設定レフアレンス . 已9 

-メイン画面と情報タブ . 已9 

. ネットワーク設定タブ . 60 

- WEP の設定 . 63 

-プ□ファイルタブ . 70 

• AP - 覧タブ . 72 

-オプションタブ . 72 

-バージョン情報タブ . 73 

14. こんなときは . 74 

1已.ヴポートサービスについて . 80 

16.基本仕様 . 82 



安全にお使いいただくために . 2 

導入の手順フ □-. 3 

を< じ . 已 


8 8 9 0 
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11 パ ッケージの内容を確認する 

本製品のパッケージには、次のものび入っています。作業を始める前に、す 
ベてび揃っているかを確かめてください。なお、捆包には万全を期しており 
ますび、万一不足品、破損品などびありましたら、すぐにお買い上げの販売 
店または弊社ラニード-ヴポートセンターまでご連絡ください。 


♦11 Mbps 無線 LAN イーヴネットアダプタ ♦ドライバディスク 

LD - WL 1 1/ USB 2 ( CD-ROM 1枚) 




参ユーヴーズマニュアル1冊 
(このマニュアルです） 





参ユー ヴ登録カード1枚 



参保証書1枚 


製品の保証とユーザ登録 




製品の保証と サービス 

本製品には保証書び付いています。内容をお確かめの上、大切に保管してく 
ださい。 

•保証期間 

保証期間はお買い上げの曰より]年間です。保証期間を過ざての修理は有料 
になります。詳細については保証書をご覧ください。保証期間中のサービス 
についてのご相談は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。 


•保証範囲 

次のよラな場合は、弊社は保証の責任を負いかねますので、ごま意ください。 
-弊社の責任によらない製品の破損、または改造による故障 
-本製品をお使いになって生じたデータの消失、または破損 
•本製品をお使いになって生じたいかなる結果および、直接的、間接的なシ 
ステム、機器およびその他の異常 

•修理の依頼 

80ページ「修巧の依頼」をお読み<ださい。 

•その他のご質問などに関して 

80ページ「サポートサービスについて」をお読みください。 


ューザ登録 

製品の導入び完了したらユーヴ登録をおこなって<ださい。お客様のユーヴ 
登録は、インターネットからのオンライン登録または付属の八ガキで登録す 
ることびでさます。 

参オンラインでの登録 

弊社 ラニー ド-ホームページから登録び可能です。 

ホームぺージアドレス： http :// www . elecom - laneed.com 


♦付属のユーザ登録カードでの登録 

必要事項をご記入の上、ご投函ください。品番とシ U アル•ナンバーは控え 
ておいてください。裏面のアンケートにわお答えください。ご意見は、今後 
の製品開発などに役立てていさます。 



































本製品の概要について ，、 

，王/パの f 


本製品の特長 


•世界標準の USB ポートを使って無線 LAN に接続可能 

中低速デバイスの標準インターフェイスとして登場した US 目 (Universal 
Serial 目 us ) インターフェイスに接続して使える] ] Mbps 無線 LAN 用のイー 
ヴネッ トアダプタです。 

参 USB 対応だか5拡張ス□ット、 PC 力ードス□ットの空きス□ットが不要 

US 目ポートに接続するタイプなので、コンピュータ本体のケースを開けてお 
張ス□ットに取り付ける必要はありません。また、 PC カードス□ットに空 
きびないノー トタイプのコンピュータでわ US 目ポートから無線 LAN に接続 
でさます。 


•11 Mbps の高速通信と高い拡張性 

IEEE 802.1 ] b 準拠、10目 ASE - T とほぼ同等の通信速度の] ] Mbps です。 
無線 LAN アダプタだけを使用して通信するアドホック-モードと、アクセス 
ポイントを使用するインフラストラクチャ-モードに対応します。 


•ノイズに強いスぺクトラム拡散方式 ( DS - SS ) を採用 

通信方式には、スペクトラム拡散方式を採用しています。この方式は、特定 
の周波数成分びノイズで通信でさな<てわ、別の周波数成分を使って通信す 
ることびでさるノイズに強い通信ち式です。 


参 ESS ID や WE 円こよるセキュリティ機能 

特定のグループを設定する ESS I □機能をはじめ、アクセスポイントを使用 
する場合は、無線 LAN アダプタの MAC アドレスをフィルタ U ングして通信 
を許可するアクセスコント□ールにわ対応します。さらに、データそのもの 
を WEP により暗号化することで、第云をに盗聴されてもそのままではデータ 
を見ることびでさないよラにします。 


参1 4 ch のをチヤンネル切替 

]4 ch の中から使用するチヤンネルを選択でさます。チヤンネルごとにワーク 
グループを区別することで不要なデータ送受信を減らすことびでさます。こ 
れにより、トラフィックび軽減されスループットを向上することびできます。 
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3. 本製品の概要について 


•導入しやすい簡単設定ユーティリティ 

通信モードの設定、セキュ1」ティ情報の設定などびでさる設定ユーティ U 
ティを添付しています。高度な知識びなくても、簡単に設定できるように 
なっています。 

•プラグ&プレイでインス I ルも簡単 

US 目インターフェイスを採用してますので、本製品を接続後、コンピュータ 
本体の電源を ON にすると、自動的にドライバインス I -ールのウィヴードび 
起動します。あとは、付属のドライバディスクを入れるだけで簡単にインス 
I -ールでさます。導入時に一度だけドライバをインス!-ールしたら、その後 
は自動的にドライバび認識されます。 

《Windows 98では OS の CD - ROM び必要なことびあります。 


参コンピュータの電源が ON のまま取りはずしが可能 

ホットプラグに対応しますので、コンピュータ本体の電源を入れたままで本 
製品を抜さ差しでさます。必要なとさだけ本製品を接続してネットワークに 
接続することびでさます。コンピュータ本体の電源を入れたままでの複数回 
の抜さ差しち可能です。 

※ネットワーク設定によっては、起動時に必ず接続しておく必要びあります。 


本製品の動作環境 


本製品は次の動作環境に対応しています。 


対応機種 

PC / AT 互換機 ( D 0 S / V マシン)および NEC PC 98- NX シ U - ズで 
USB ポートを持つ機種(自作機は除く） 

対応 0 S 

Windows XP . Windows Me . Windows 98. Windows 2000 


※最新の動作環境は弊社ホームぺージ ( http :// www . elecom - laneecl . com ) でご覧 
<ださい。 

《Windows 9日には対応しておりません。 
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3. 本製品の概要について 


る部の名觀とはた6を 



① 

POWER ランプ 

本製品に電源び供給されているとさに点巧します。 

② 

LINK ランプ 

コンピュータ本体と U ンクび確立しているとさに点灯し 
ます。データの送受信時は点滅します。 

③ 

USB コネクタ 

コンピュータ本体の USB ポートなどに接続します。 


10 


I 參 


線 LAN の基礎知識 


タパが ， f 


本製品を使った無線 LAN の基本的なことについて説明します。 

無線 LAN の2つの通信モード 

無線 LAN には2つの通信モードびあります。ひとつは、無線 LAN アダプタだけ 
でネットワークを構成する「アドホック•モード」です。無線 LAN アダプタを 
取り付けたパソコン同±び直接電波をやり取りしてデータを交換でさます。 

わラひとつのモードは、「アクセスポイント」と呼ばれる中継装置を使って 
データをやり取りする「インフラストラクチャ•モード」です。 


参アドホック-モード (AdHoc Mode ) 

パソコン同±の直接電波をやり取りします。 
ノー トパソコン数台だけでデータのやり取 
りをするのに適しています。各パソコンは 
対等の扱いになるピア-ツー-ピア接続に 
なります。 




ノくソコン A 



参インフラストラクチャ-モード (Infrastructure Mode ) 

アクセスポイントを経由してパソコン同± 

を接続します。アクセスポイントにある 
LAN ポートを使ラことで有線 LAN と接続 
することびでさます。有線 LAN 上にルー 
夕ばある場合は、アクセスポイントを経由 
して無線 LAN の各パソコンからもイン 
ターネットに接続でさます。 

また、弊社のアクセスポイントの場合、複 
数のアクセスポイントを設置することで、 

通信エ U アを拡大でさるだけでなく、ネッ 
トワークに接続したまま移動したとさに、 

自動的に電波状態のよいアクセスポイント 
に切り誓わるマルチチャンネル-□一三ン 
グ機能び利用でさます。 



屋 


屋 


屋 


パソコン A パソコン B パソコン C 
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4 . 無線 LAN の基礎知識 


巧線 LAN のセキュリティ機能 


無線 LAN は電波でデータを送受信するので、知らない間にネットワークに不 
正アクセスされたり、電波を盗聴される可能性びあります。そこで、無線 
LAN カードおよびアクセスポイントには不正アクセスや盗聴を防止するため 
のセキュ U テイ機能を備えています。 


参 ESS ID (Extended Service Set ID ) 

隣接した場所で同じ製品わしくは同じ帯域を利用する無線 LAN びあると、無 
線を使ってやり取りしているデータび混信する恐れびあります。そこで他の 
ネットワークと自分たちのネットワークを区別するために ESS ID と呼ばれ 
る無線 LAN のグループ名称をミ夫めることびでさます。同じ無線 LAN のグルー 
プに所属するコンピュータには同じ名称の ESS ID を設定することで、他の 
ESS ID を持った無線 LAN グループとは区別され、混信や不正アクセスなど 
を防ぐことびでさます。 

参 MAC アドレスフィルタリング 

ネットワークアダプタには、世界中に同じ番号びを在しない 「 MAC アドレ 
ス」と呼ばれる固有の番号び割り当てられています。そこでアクセスポイン 
卜に無線 LAN アダプタの MAC アドレスを登録することで、その MAC アドレ 
スを持つ無線 LAN アダプタから無線 LAN へのアクセスの許可/不許可を設定 
することびできます。 MAC アドレスは製品の裏ラベルなどに記載されてい 
ます。 


参 WEP(Wired Equivalent Privacy ) 

ESS ID や MAC アドレスフィルタリングは、不正アクセスを防止するための 
機能ですび、それだけでは特殊な装置を持った第兰ちに意図的に盗聴される 
恐れびあります。弊社製品ではさらにセキュ1」ティを高めるために、 WEP と 
いラ機能を利用できます。 WEP はデータを暗号化する機能で、暗号の元にな 
るキーワードわしくは40〜 ] 28ビットの数値をキーとして暗号に利用しま 
す。同じネットワークの利用をだけに暗号を知らせることで、たとえ第兰を 
び電波を盗聴してもデータを解読することびでさなくなります。 
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本製品の接続方法 




本製品の接続方法について説明します。本製品はホットプラグ機能に対応し 
ますので、コンピュータ本体の電源を入れたまま接続することわでさます。 


II はじめて接続するときにドライバをインス!ルしてください 
ま I 意 I 本製品を使用するには、ドライバのインストール作業び必要です。本製品 
をはじめて接続すると、 Windows のシステムび USB ドライバのインス 
トールメッセージを表示します。手順に従ってドライバをインス!ルし 
てください。2回目!;^降は、本製品を接続するとインストールされたドラ 
イバにより自動的に詔、識されます。 


Q 本製品の USB コネクタをコンピュータ本体またはコンピュータに接続された 
USB 八ブに接続します。 


♦コンピュータ本体に接続するとき 



0コンピュータの電源を入れ、 Windows を起動します。 



本製品はホットプラグ機能に対応しますので、先に Windows び起動した状 
態で、本製品を接続してちかまいません。 


0新しい八ードウエアを見つけたことを知目せるメッセージが表示されます。 

■ このあとは、ご使用の OS に合わせてドライバをインストールしまず。 

Windows XP 今次ぺージへ Windows Me 吟24ぺージへ 
Windows 98今28ぺージへ Windows 2000吟40ぺージへ 
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I 巧 iwindows XP でのセットアッ ^ ^ 

はじめて使用するときはドライバのインストール作業び必要です 。 Windows 
を起動した状態で本製品をコンピュータに接続すると、 Windows のシステム 
び USB ドライバのインス!ルメッセージを表示します。付属の CD-ROM 
をご用意のうえ、手順に従ってドライバをインス I -ールしてください。 


ドライパのインストール 


Q 本製品をはじめてコンピュータに接続したときに、新しい八ードウエアを見 
つけたことを知5せるメッセージが表示されます。 


付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れます。 


d 「ソフトウェアを自動的にインストールする」を選択し、ボタンをク 
リックします。 



新しい A -ドウ： L アの巧索ウイザードの開始 


:のウィザードでは、みの/卜阿:例こぶ要ねで阳がをインストルします： 
Air@Hawk LD-WL11/USB2 


連絲總離装縱<一航。ま 


インスト-ル方法を巧んでくだミい。 


窃巧すがこは、じか]をかッウしなださい。 
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6. Windows XP でのセットアップ 


□ 「場所」に r (ドライブ名): ¥ winxp ¥ netvusbr . inf 」 と表示された情報ファ 
イルを選択し、ボタンをクリックします。 


ROM ドライプが D ドライブの場合、画面の表示は rcl :¥ winxp ¥ netvusbr.infj 
と表示されます。間違って他の場所にある情報ファイルを選択すると正甫に 
動作しません。 


1 ] 複数の情報ファイルび表示されている場合 
を!意 I 必ず rwinxpj フオルダにある 「 netvusbr . inf 」 を選択してください。 CD - 



m 


下記のような画面が表示された場合は、ボタンをクリックします。ド 
ライパのインストールが開始されます。 


A 


II 騷徽淫撼雛严 " S ヒ畑な 
總 i 摇懿滞店雞離赞雲島雜詔'ち補を。 

トウ；/ tf 入丰巧をぶどうか、"一'ドウエア;!/ター tSt 亞ぞをることモ、 


ク U ック J 


このドライバについては、弊社にて Windows XP 上で正常に動作すること 
を検証しております。 
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6. Windows XP でのセットアップ 


Q しば 5 くすると、インストールが完了したことを知5せるメッセージが表示 
されますので、ボタンをクリックします。 



ク U ック 


Q 巧の手順でデバイスマネージャを表示します。 

①[スタート]をク U ックし、[マイコンピュータ]に力ーソルを合わせます。 

③マウスをちク U ックし、ポップアップメニューから[プ□パティ]を選択し 
ます。 

③【八ードウエア】タブを選択し、 I デバイスマネーず。 ボタンをク U ック 
します。 


〇 「ネットワーク」の田をクリックし、 「 Air@Hawk LD - WL 1 1/ USB 2」 
が表示されることを確認します。 



確認する 1 
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• 他の名称び表示されたり X マークや！マークび付いているとさは正常に 
インストールび完了していません。74ページ「こんなとさは」をお読み 
<ださい。 


6. Windows XP でのセットアップ 


■ これで Windows XP へのドライバのインス!ルは完了です。このあとは 
己3ぺージ 「Windows XP での無線 LAN 設定」へ進んでください。 


II このあとの Windows XP でのネットワーク設定等の説明については、無 
注!意 I 線 LAN び正甫に動作していることを確認してか5お読みください。 


サービスとプ〇トコルの確認 


無線 LAN の設定び終われば、ネットワーク設定の確認と設定をおこないます。 
LAN ではコンピュータにアダプタを取り付けただけではデータのやり取りを 
することはでさません。データをやり取りしたり、インターネットに接続す 
るために必要なサービスとプ〇トコルを設定する必要びあります。ここでは 
小規模なネットワークでデータのやり取りやインターネットに接続するため 
の一般的な例を説明します。 


a 


[スタート]一[コント□-ルパネル]を選択します。巧に、コント□-ルパネ 
ルにある「ネットワークとインターネット接続」をクリックします。 
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6. Windows XP でのセットアップ 


0 〈ネットワークとインターネット接続〉画面で r ネットワーク接続」をクリッ 
クします。 



ク IJ ック 


0 「ワイヤレスネットワーク接続」を選択し、 
テイ]を選択します。 


[ファイル]メニュ ー- イプ□パ 



^ここを選択 J 
^ここを選択) 


-〈ワイヤレスネットワーク接続のプ□パテイ〉画面び表示されます。 
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6. Windows XP でのセットアップ 


□ お使いのネットワーク環境に応じて、必要なサービスやプ□トコルが有効に 
なつているか5き|^します。 

^ LD-WLl 1/ USB 2 に 
なっていることを確認する 


^他のコンピユータと 
ファイルやプ U ンタを 
^ 共有するとさに有効にする 

—インターネットを 
使ラとさに有効にする 


丄ワイヤレスネブトワーク巧ちのブティ r?ipxi 



「接続の方法」に 「 LD - WL 1 ]/ US 目2」と表示されない場合、ドライバ 
び正常にインス I -ールされていない可能性びあります。インス I -ールをや 
り直してください。 


M 吵 


一覧に表示されていないプ□トコルやサービスを使ラ場合は、 
白^卜 一 J 订ボタンをク U ックし、メッセージに従って操作します。 


DHCP サーバ機能びない環境で TCP / IP を使用するとさは 

インターネットに接続するために使用するルータなどには、 IP アドレスを 
自動的にネットワーク機器に割り当てる DHCP サーバ機能びあります。し 
かし、 DHCP サーバ機能を使用しない場合や特定の IP アドレスを割り当て 
る必要びある場合は、次の手順で設定してください。 

① r インターネットプ □ トコル( TCP / IP )」 

を選択し、口 □パティ I ボタンをク 
U ックします。 

② rip アドレスを指定」を運択し、 IP ア 
ドレスとサブネットマスクを入力します。 


〇 IP アドレスを白かが]に巧が导する I 

か大の IP ァドレスをほぅを)： I 

IP アドレスの： I 192168 1 11|| 

サブネットマスウ ( U ): I 255 255 255 0 || 

デコォルトザートウ I イ也)： n Ij 


Q 【ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ】画面の因固ボタンをクリツ 
クします。 


■ これで、サービスとプ□トコルの確認がでをました。 
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6. Windows XP でのセットアップ 


ネットワークの設定例 


ここでは Windows XP を使用して LAN 上の他のコンピュータとファイルや 
プリンタを共有するための設定例について説明しています。この設定は無線 
LAN び正常に動作していることを確認してからおこなってください。無線 
LAN び正常に動作する前に設定することはできません。また、インターネッ 
卜に接続するための設定についてはお使いのルータなどの取扱説明書をご覧 
<ださい。 


Q [スタート]一[コント□-ルパネル]を選択します。 

巧に、コント□ールパネルにある「ネットワークとインターネット接続」を 
クリックします。 


0 「ホームネットワークまたはル規模オフィスのネットワークをセットアップ 
または変更ずる」をクリックします。 



Q ネットワークセットアップウイザードの〈ネットワークセットアップウイ 
ザードの開始〉画面が表示された5、ボタンをクリックします。 


Q 〈続行する前に...〉画面の説明を読み、ネットワークに接続するための準 
備ができているか確認し、ボタンをクリックします。 
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6. Windows XP でのセットアップ 


Q 〈接続方法を選択してください。〉画面で、実際にご使用の環境に合わせて 
接続方法を選択し、ボタンをクリックします。 

ご使用のネットワークびインターネットに接続していない場合は、「その他」 
^ を選がし、ボタンをク U ックします。 

この場合、〈ほかのインターネット接続の方法 • • •〉画面び表示されますので、 
「インターネットに接続していないネットワークに属している」を選択し、 
ボタンをクリックします。そのあと手順0へ進みます。 


Q 〈このコンピュータの説明と名前を入力してください〉画面が表示された5、 
[コンピュータの説明]と[コンピュータ名]を入力し、ボタンをクリツ 


クします。 

コンピュータの説明 

コンピュータを所有している部署や設置場所の名前な 
ど、コンピュータに関する簡単な説明文を入力します。 

コンピュータ名 

このコンピュータに付ける名前を設定します。一般的に 
は、個人単位で使ラコンピュータならユーヴの名前、部署 
単位で使ラコンピュータなら部署名などを入力します。 


Q 〈ネットワークの名前を付けてください〉画面で、[ワークグループ名]を入 
力し、ボタンをクリックします。 



このコンピュータを接続するネットワークのグループで 
す。プ U ンタやファイルを共有する同じネットワーク上 
のコンピュータには、すべて同じワークグループ名をつ 
けます。 
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6. Windows XP でのセットアップ 


〇 〈ネットワーク設定を適用する準備がでをました〉画面で設定を確認し、 
ボタンをクリックします。 


0 〈もうかしで完了です〉画面が表示されます。ご使用になっている環境に合 
わせてオプションを選択し、ボタンをクリックします。 

. 「ネットワークセットアップディスク」を作成すると、そのディスクを 
使って他のコンピュータのネットワーク設定を簡単におこなうことびでさ 
ます。 


UH 〈ネットワークセツトアップウイザードの完了〉画面で、 [33 ボタンをク 
リックします。 


Q ] 再起動を促すメッセージが表示された5、ボタンをクリックします。 


■ コンピュータが再起動し、ネットワークの設定が有効になります。 


共ちフォルダの設定 


ネットワーク上の他のコンピュータから、このコンピュータのフオルダにア 
クセスできるようにするには、フオルダごとに共有とセキュ U テイの設定を 
する必要びあります。 



マイコンピュータには、「共有ドキュメント」という共有フォルダび自動的 
に作成されます。ここでは任意に設定したフオルダを共有化する説明をして 
ます。 


Q 共有したいフオルダを右クリックし、メニューか5陕有とセキュリティ]を 
選択します。 
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6. Windows XP でのセットアップ 


0 [ネットワーク上での共有とセキュリティ]の項目を設定し、因固ボタンをク 
リックします。 


みんなと共有のブ〇パティ r ? |rx 


をは 1 舆ち 1 カスをマイズ 1 


马1 雜フ總 ! 避包盤み!髓鞭ぉ綻熱する 
譜雜窝織フ激驚孤ス殺瞧 r ァゥたス 

-1 りフォ化々をブライペ-卜にする(凶） 


A 難據歡る薇就チな》城‘ r 襯躁 

囚ホツトワ-ウ上でこのフォルタをみちお© i 

ちちちお)： 1 みんねと共ち 1 

囚ネツトワ-クユ-ザ-によるファイルのを巧を許可する地） 


其ち卜わキ1りティの詳細をま示します。 


_ _ t _ ! _ J 

—ク U ック J 

1 0^ -し'’心…。’ T 


ネットワーク上でこの 
フォルダを共有する 

他のコンピュータからこのフオルダにアクセスでさる 
ようにするには、この項目を有効にします。 

共有名 

他のコンピュータでは、ここで設定したフオルダ名び 
表示されます。 

ネットワーク ユーザー 
によるファイルの変更 
を許可する 

他のコンピュータのユーヴびこのフオルダ内のフアイ 
ルを変更でさるよラにするには、この項目を有効にし 
ます。 


H これで、他のコンピュータか5このフオルダにアクセスできるようになりま 
した。 



同じように LAN 上のコンピュータに接続されたプ U ンタを共有することも 
でさます。 

① プ1」ンタび接続されたコンピュータで[スタート]一[コント□-ルパネル] 
を選択し、コント□-ルパネルにある「プ U ンタとその他の八ードウエア」 
をク U ックします。 

② 「プリンタと FAX 」 をク1」ックします。 

③ 共有したいプ1」ンタのアイコンをちク1」ックし、メニューから[共有]を選 
択します。 
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I ^Windows Me でのセツトアツスー三^ 


はじめて使用するとさは、ドライバのインス I -ール作業び必要です。 
Windows を起動した状態で本製品をコンピュータに接続すると 、 Windows 
のシステムび US 目ドライバのインス I -ールメッセージを表示します。手順に 
従ってドライバをインストールしてください。 


Q 本製品をはじめてコンピュータに接続したときに、新しい八ードウエアを見 
つけたことを知5せるメッセージが表示されます。 


且 付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れまず。 


U 


「適切なドライバを自動的に検索ずる」を選択し、ボタンをクリック 
します。ドライバのインストールが始まります。 




— [ク1|ック^ 


EH 「 vnetusbr . sys が見つかりませんでした。」と表示された場合は、[#11ボ 
タンをクリックします。 



ク U ック 
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7. Windows Me での セットアップ 


迈 


「ドライブ」で CD - ROM ディスクの入ったドライブを指定し、をに]ボタン 
をクリックします。 



m 


新しい八ードウエアのインストールが完了したことを知5せるメッセージが 
表示されますので、 [ W 7 ] ボタンをクリックします。 



Q コンピュータを再起動するようにメッセージが表示されますので、0^ボ 
タンをクリックします。 



ク U ック 


-ドライブから CD - ROM ディスクを取り出し、大切に保管してください。 
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7. Windows Me でのセットアップ 


Q 再起動すると、ネットワークへの□グオン画面が表示されます。 

ク U ック I 


靈 


^crosoft ネットワークへのネットワークバスワードを 


ユーザーを(ぶ： jyamada 
バスワード电)： [****** 



■ [ユーヴー名]は必ず入力します。 

■ 必要であれば[パスワード]を入力します。パスワードは忘れないようにし 
て < ださい。 


〇デスクトップ画面の[マイコンピュータ]アイコンをちクリックし、ポップ 
アップメニューの[プ□パティ]を選択します。 


0 〈システムのプ□パティ〉画面が表示されます。【デバイスマネージャ】 
タブにある「ネットワーク」の田をクリックし、 「 Air@Hawk LD - 
WL 11/ USB 2」 が表示されることを確認します。 



確認する1 


本製品び見あたらなかったり、 Xマークや！マークび 付いているとさは正 
常にインス!-ールび完了していません。74ページ「こんなとさは」をお 
読みください。 


26 


7. Windows Me での セットアップ 


■ これで Windows Me へのドライバのインス!ルは完了です。このあと;夕 
の作業をおこなってください。 

①お使いになるネットワーク環境に合わせて、ネットワークの設定を追加お 
よび変更してください。 - fas ページからピア-ツー-ピアの設定例びあ 
ります。 


②設定ユーティ U ティにより、無線 LAN の設定をおこなってください。 
今日2ページからの説明をお読み<ださい。 
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I 巧 Windows 98 でのセツトアツス 




はじめて使用するときはドライバのインストール作業び必要です。 
Windows を起動した状態で本製品をコンピュータに接続すると 、 Windows 
のシステムび US 目ドライバのインス I -ールメッセージを表示します。手順に 
従ってドライバをインストールしてください。 


Q 本製品をはじめてコンピュータに接続したときに、新しい八ードウエアを見 
つけたことを知5せるメッセージが表示されます。 


0ドライバを検索する画面が表示されますので、ボタンをクリックし 
ます。 


化 HMMoaigKf 脂肺 iBZ 

国 

細斤しいドライバを巧おしています： 

USB Device 

デバイスドライバは、 A - ドウェアデバイスがかけするを胤こぶ更ねソ 
フトウェアです。 


, <房る脉 巧:お——~ !- 


ク U ック J 


-検索ち法を選択する画面び表示されます。 

コンピュータ名、ワークグループ名の入力を促されたとき 

①[コンピュータ名]の入力を促すメッセージび表示されますので [5 R ] ボ 
タンをク1」ックします。 

③【識別情報】タブで[コンピュータ名]と[ワークグループ名]を入力してく 
ださい。入力び終われば r 5 のボタンをク1」ックします。 

ネ》巧'•ク〇嫩定Iア化スのが御] 

S 成の怕巧は、ネットワーク上でコンビューさぞ就則するた 

賴阵辭単巧赢觀一し》ての織ぶ届するヮー 


コンビュータを： [yamada 

ワークヴルーブ： jlaneedl 
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8. Windows 98でのセツトアップ 




コンピュータ名 



ネットワーク名 



インス I -ール中のコンピュータに与える名称を設定し 
ます。一般的には、個人単位で使うコンピュータなら 
ユーヴの名前、部署単位で使ラコンピュータなら部署 
名などを入力します。 

インストール中のコンピュータび接続されるネット 
ワークのグループ名をつけます。同ーネットワーク上 
のコンピュータのワークグループ名はすべて同じにす 
る必要びあります。 


U 


r 使用中のデバイスに最適なドライバを検索する」を選択し、ボタン 
をクリックします。 



Q 付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れます。 


Ifl 「 CD - ROM 」 を選択し、ボタンをクリックします。 



广加ッピ-ディスウドライプ松 

P CD - ROM ドライブ© ◄ - 

广 Microsoft 晰ぉご 
厂がま巧所のおち(じ： 




選択 I 


を 


リック I 
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8. Windows 98 でのセツトアップ 


Q ドライバのある場所が表示されますので、ボタンをクリックします。 


IMIPMi&'RjljMTiBffiji 

BM 

msa 

放のデバイス用のドライパフバルを巧まします。： 

AirOHawk LD-WL11/USB2 

職 irafyii 

ドラィバのぁる巧所： 

か9 D：¥NETVUSBRINF 


<戻る(目） [T 巧み" T ィ "d -じ/ド—厂 

ク U ック J 


Q お使いの環境によっては 、 Windows 98の CD - ROM を挿入するようにメッ 
セージが表示されます。 



ク U ック I 


Windows 98には 「Windows 98 CD-ROM」 と 「Windows 98 
SECOND EDITION CD-ROM」 びありますのでごま意ください。 
CD-ROM ディスクを CD-ROM ドライブに挿入し、因固ボタンをク U ック 
します。 


妙 


次のような画面び表おされた場合は CD-ROM を入れたドライブの 「WINS 引 
フオルダを指定し、 [51 のボタンをク U ックします。 


巧 


.Windows 98 Second Edition CO-R 加！上 I 化 < ■ 

1^^フをイル arP.exe び兒つかりません I - 

一 * キャンたル I 

Vindows 98 Second Edition CO-R 谢ぞ - ' 

巧巧したドライブこ入れて、 [OK] ぞク 
リックしてください。 

スキッブは） I 


つアイルのコビー元に)： 


|C 圳 IN が I 


を 


リック I 


ドライブ/フォルダ名を指定 J 


-ドライブ名のあとに必ず rwiN 日呂」デイレクト U を指定します。 
(例) CD-ROM ドライブび D ドライブの場合(ル文字でち巧） 

[D: 车 WIN9 8 I 
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8. Windows 98でのセツトアップ 


M 典 


すでにインストールされているファイルのほうび新しい場合、そのファイル 
を上書きするか確認のメッセージび表示されます。この場合は、日付の新し 
いファイルをそのまま使用するよラにしてください。 


〇インス I ルが完了したことを知目せるメッセージが表示されますので、 
ボタンをクリックします。 


回 

■a 

Ai 傅 Hawk LD-WL11 /US 蛇 

巧 LXV トドウェアデ; S イスじぶ、要ねリフトウ J アびイシストルされまし 
た。 

< 戻る担， If — wr ^ ~じ';^! 


Q コンピュータを再起動するようにメッセージが表示されますので、0^ボ 
タンをクリックします。 



ク U ック I 


-ドライブから CD-ROM ディスクを取り出し、大切に保管してください。 
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8. Windows 98 でのセツトアップ 


( Q 再起動すると、ネットワークへの□グオン画面が表示されます。ユ- 
パスワードを入力し、田のボタンをクリックします。 


ザー名、 



巧 

■羞 Microsoft トヮ-ゥへの本》トヮ-ゥバスヮ-ドを1 0K ィ ■ 


'お呈 キサン加1 

ユ-ザ-る(ぶ： 卜 amada 、 

バスワード屯)： 1****叫 ^-= 

、て入力 


7 U ック1 


-[ユーヴー名]は必ず入力します。 

• 必要であれば[ノ くスワード]を入力します。ノ（スワードは忘れないようにし 
て < ださい。 


の 2目ぺージ手順 百 0を参考にしてデバイスマネージャを表示し、ドライバ 
が正常にインストールされているかを確認します。 

-本製品び見あたらなかったり、 X マークや！マークび 付いているとさは正 
常にインス!-ールび完了していません。74ページ「こんなとさは」をお 
読みください。 


■ これで Windows 98へのドライバのインス!ルは完了です。このあと;夕 
の作業をおこなってください。 

①お使いになるネットワーク環境に合わせて、ネットワークの設定を追加お 
よび変更してください。■►次ページからピア-ツー-ピアの設定例びあり 
ます。 


②設定ユーテイ U ティにより、無線 LAN の設定をおこなってください。 
今己2ページからの説明をお読み<ださい。 
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I か ア•ツー•ピアでの設定 ， 一み f 

Windows Me/98 のル規模ネットワークでよく利用されるピア•ツー•ピア 
環境の設定例を説明します。画面例は Windows Me を使用していますび 
Windows 98でもほとんど同じです。 


a 


[スタート]^[設定]^[コントロールパネル]の順に選択し、コント□ールパ 
ネルにある「ネットワーク」をダブルクリックします。 

. 〈ネットワーク〉画面び表示されます。 

里ミ - Windows Me でよく使うコント□-ルパネルだけび表示されて 

ネットワ^ク いる場合は、「すべてのコント□-ルパネルのオプションを表示 

する。」をク U ックすると「ネットワーク」び表示されます。 


Q 【ネットワークの設定】タブにある。罰のボタンをクリックします。 



ご使用の環境により 
実際に一覧に表示される 
内容は、この画面例とは 
異なることびあります。 


ク U ック I 


d インス!ルするネットワークコンポーネントとして「プ□トコル」を選択 
し、 gg ボタンをクリックします。 

ぶ！ 


国ウライアン I 
が-む 





キサンたル」 


〈ネットワークプ〇トコルの選択〉画面び表示されます。 
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9. ピア•ツー•ピアでの設定 


U 


製造元で 「 Microsoft 」 を、ネットワークプ□トコルで 「 NetBEUI 」 を選択 


します。 IOK ] ボタンをクリックします。 



0プ□トコルが追加されたことを確認します。また、インターネットに接続す 
る場合は、「 TCP / IP 」プ□トコルがインス!ルされていることを確認し 
ます。 



追加されたプロトコル 

インターネットプ □ トコル 
「TCP/IP」 


.TCP/lP：;^n トコルびない場合は、手順旦〜 Q を参考にして追加し 
ます。 
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9. ピア•ツー•ピアでの設定 


DHCP サーバ機能びない環境で TCP/IP を使用するとさは 

インターネットに接続するために使用するルータなどには、 IP アドレスを 
自動的にネットワーク機器に割り当てる DHCP サーバ機能びあります。し 
かし、 DHCP サーバ機能を使用しない場合や特定の IP アドレスを割り当て 
る必要びある場合は、次の手順で設定してください。 

① 「TCP/IP->Air@Hawk LD-WL1 1 /USB2」 

を選択し、口 □パティ Iボタンをクリック 
します。※アダプタびひとつの場合は 
「TCP/IP」 とだけ表示されます。 

② riP アドレスを指定」を選択し、 IP アドレス 
とヴブネットマスクを入力します。 



Q もう一度、〈ネットワーク〉画面で ® 因ボタンをクリックします(手順0 
参照)。 


-〈ネットワークコンポーネントの種類の選択〉画面び表示されます。 


zd インス!ルするネットワークコンポーネントとして「サービス」を選択し、 
のボタンをクリックします。 
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9. ピア•ツー•ピアでの設定 


〇モデルとして 「 Microsoft ネットワーク共有ヴービス」を選択し、因固ボ 
タンをクリックします。 



ここを選択 J 


—[ク U ッタ J 


Q サービスが追力日されたことを確認します。また、[優先的に□グオンずるネツ 
トワーク]が 「 Microso れネツトワーククライアント I になつていることを確 
認しまず。 



見えないとさは 
スク□ールさせます 


追加されたプロトコル 


優先的に□グオンする 
ネットワークの確認 


36 


9. ピア•ツー•ピアでの設定 


(Q L ファイルとプリンタの共有 I ボタンをクリックします。 



ク U ック I 


の 「ファイルを共有 •• •」「プリンタを共有 •• •」の両方を有効（|7)にし、 
医固ボタンをクリックします。 



確認 


―[ク U ック3 


•チェックボックスをク U ックすると有効/無効び切り誓わります。 

( S 【識別情報】タブをクリックします。 



同ーネットワークに接続 
するコンピュータのワーク 
グループ 名は、すべて同じ 
名称に設定します。 
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9. ピア•ツー•ピアでの設定 


旧 内容を確認し、正しければ因固ボタンをクリックします。 

-変更び必要な場合は[コンピュータ名]と[ワークグループ]を入力します。 

-項目の意はについては、28〜29ぺージの 「 MEMO 」 を参照してください。 


( Q ディスク挿入を促すメッセージが表示されたとをは、 Windows のディスクを 
挿入し、垣固ボタンをクリックします。 



ク U ック I 


-表示されたメッセージに対応した 0 S のディスクを入れます。 

- Windows 98には 「 Wind 曰 ws 98 CDROM 」 と 「Windows 98 
SECOND EDITION CDROM 」 びありますのでごを意ください。 

ディスクを挿入したドライブを指定する画面び表示されたとさは、30ペー 
^ ジの手順0の 「 MEMO 」 を参考に指定します。ドライブ名のあとに、 
Windows 98なら’’ WIN 98’’ ディレクト U を 、 Windows Me なら’’ WIN 9 x ’’ 
デイレクト U を指定し、胃ボタンをク U ックしてください。 


( S 再起動を確認するメッセージが表示されますのでボタンをクリックし 


まず。 


み 

巧しい設定を有細こするじは、 ] ンビュータを再起なするぶ要びあります。 

今が離かしますか？ 



に……厮げ苗__ j - 

-ク U ック J 


{0 再起動すると設定した内容が有効になります。これでピア-ツー-ピアの 
ネットワーク設定は完了です。なお、同じネットワークに接続されるコン 
ピュータはすべて同じ設定をする必要がありまず。 
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9. ピア•ツー•ピアでの設定 


M 嫩 ファイルやプ I 」ンタをなちするには、ネットワークびち効]になってからなの 
手順で共有設定をおこなってください。 

■ファイル共有の画面例 



① 共有したいファイルのあるフオルダやプ U ンタのアイコンをちク1」ック 
し、メニューを表おします。 

② メニューから映哥を運択します。 

③ 「共有する」を有効にし、必要な事項を設定します。 
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I Windows 


2000でのセットアップ 


■I 王/ 


Widnows 2000にドライバをインス I ルする方法とネットワークを共有 
するために必要な設定例について説明します。 


ドライパのインストール 


はじめて使用するとさは、ドライバのインス I -ール作業び必要です。 
Windows を起動した状態で本製品をコンピュータに接続すると 、 Windows 
のシステムび US 目ドライバのインス I -ールメッセージを表示します。手順に 
従ってドライバをインストールしてください。 


Q 本製品をはじめてコンピュータに接続したときに、新しい八ードウエアの検 
索ウィザードが表示されます。 

0 ボタンをクリックします。 



ク U ック 


• 検索ち法を選択する画面び表示されます。 
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10. Windows 2000でのセットアップ 


d 「デバイスに最適なドライバを検索する」を選択し、 [13 ボタンをクリッ 
クします。 



尼 j 本製品に付属の CD-ROM ディスクをドライブに入れます。 


If] r 検索場所のオプション」でに〇„円〇1\/1ドライブ」を選択し、{^]ボタン 
をクリックします。 



場合は、チェックをはずします。 
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10. Windows 2000でのセットアップ 


m 


見つかったドライバ名に rd :¥ netvusbr . infj と表示されていれば、 
ボタンをクリックします。 




■^ク U ツク^ 


Q 「デジタル署名が見つかりませんでした」と表示されます。ボタンを 
クリックし、インストールを続行しまず。 



ク U ック1 
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10. Windows 2000でのセットアップ 


「新しい八ードウエアの検索ウイザードの完了」と表示されますので、 
ボタンをクリックします。 


ク U ック] 

-ドライブから CD - ROM ディスクを取り出し、大切に保管してください。 


し川トドウ1アの巧化ウィザード 



これで Windows 2000へのドライバのインス!ルは完了です。このあと 
巧の作業をおこなってください。 

①お使いになるネットワーク環境に合わせて、ネットワークの設定を追加およ 
び変更してください。今このあとに Windows 2000の設定例びあります。 

③設定ユーティ U ティにより、無線 LAN の設定をおこなってください。 

吟已2ページからの説明をお読み<ださい。 


ぃットワークの設定例 


基本的なネットワークでの設定例を説明します。 


Windows 2000には Administrator 権限で□グオンしておきます。 


[スタート]一[設定]一[ネットワークとダイアルアップ接続]を開をます。 

-〈ネットワークとダイアルアップ接続〉画面び表示されます。 



































10. Windows 吕〇00でのセットアップ 

0 [□-カルエリア接続]を右クリックし、メニューか5[プ□パティ]を選択し 
ます。 


-〈□一カルェ1」ア接続のプ□パティ〉画面び表示されます。 




[□一カルエ U ア接続]の名称は、アダプタをインス I -ールした環境によって 
変わります。〈□一カルエ U ア接続のプ□パティ〉画面に表示されるアダプ 
夕名から、ネットワークを設定するアダプタであるかを確認してください。 




[インターネットプ □ トコル ( TCP / IP )] を選択し、 I プ□パティ 1 ボタンをク 
リックしまず。 



-〈インターネットプ □ トコル ( TCP / IP ) のプ□パティ〉画面び表示されます。 


ni IP アドレスに関する設定をします。 
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• DHCP ヴーバ(機齡を使用している場合 

rip アドレスを自動的に取得する」を選択します。 


10. Windows 2000でのセットアップ 


• DHCP サーバ(機能)を使用していない場合 

「次の IP アドレスを使ラ」を選択し、 IP アドレスとサブネットマスクを入力 
します。「デフォルトゲートウェイ」と 「 DNS サーバ」はルータなどを使用 
して LAN を超える場合に使用する項目なので、ここでは入力していません。 


0 IP アドレスの設定が終われば、 [ j 羊細設定 I ボタンをクリックします。 


ク U ック I 

] キャンたル」 


〈 TCP / IP 詳細設定〉画面び表示されます。 


ホの DNS サーバーのアドレスを巧う©: 
惕ホ DNS サーバーを)： 

げ皆 DNS サ-バ-姐： 


詳細設ミがィ 


Q 【 WINS 】 タブで 、 「NetBIOS over TCP / IP を有効にする」をオン（<5")に 
し、因因ボタンをクリックします。 



^こを選択) 


—[ク U ッタ J 


-〈インターネットプ □ トコル ( TCP / IP ) のプ□パティ〉画面に戻ります。 
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10. Windows 2000でのセットアップ 


Q 〈インターネットプ □ トコル ( TCP / IP ) のプ□パティ〉画面一〈□-カルエ 
リア接続のプ□パティ〉画面で、それぞれ医固ボタンをクリックして画面 
を閉じます。さ5に〈ネットワークとダイアルアップ接続〉画面を閉じます。 


〇 [スタート]一[設赶一ロント□-ルパネル]の[システム]アイコンを開き 
まず。 

-〈システムのプ□パテイ〉画面び表示されます。 


回 


【ネットワークの】タブで、 [プロパティ I ボタンをクリックします。 



ク U ック 


un コンピュータ名とワークグループ名を設定し、因固ボタンをクリックし 
ます。 



表示されているコンピュータ名とワークグループ名から変更する必要びな 
い場合は、 I キャンセル」ボタンをク1」ックします。 
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10. Windows 2000でのセットアップ 


Q ] 名称を変更すると次のようなメッセージが表示されます。それぞれ因固ボ 
タンをクリックします。 




( S 〈システムのプ□パティ〉画面で、 w ボタンをクリックします。 


® 設定を変更した場合は、再起動を促すメッセージが表示されますので IW 1 
ボタンをクリックしまず。 



ク U ック 


■ これで基本的なネットワーク設定は完了です。このほか、同じ要領で実際の 
環境に合わせた設定をおこなってください。 
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10. Windows 2000でのセットアップ 


ユーザアクセス権の設定 


Windows 2000をインス I ルしたコンピュータにアクセスできるように 
するには、あらかじめ、アクセスを許可するユーヴを登録しておく必要びあ 
ります。 


Q [スタート]一[設定]一[コント□ールパネル]の順に選択し、コント□ールパ 
ネルにある[ユーザーとパスワード]を開きます。 


旦 


〈ユーザーとパスワード〉画面が表示されますので、 情加 I ボタンをクリツ 
クしまず。 



この項目びチェック 
されている必要び 
あります。 


ク IJ ック 


0このあとは、ウイザードのメッセージに従って、新しいユーザを登録します。 
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Q 登録が完了すると、登録したユーザのアクセスが許可されるようになります。 


10. Windows 2000でのセットアップ 


共ちフォルダの設定 


Windows 2000上のフオルダやドライブにアクセスできるように共有設定 
をおこないます 。 Windows 2000は Wind 曰 ws NT 4.0と同じように、ア 
クセス権の設定び Windows Me /9 別こ比べて詳細になっています。また、 
NTFS フオーマツトでドライブをフオーマツトしている場合は、さらにセ 
キュ U ティ設定び必要になります。 


Q 共有したいフオルダを右クリックし、メニューか5[プ□パティ]を選択し 
ます。 


-フオルダのプ□パティび表示されます。 


Q 【共有】タブで「このフオルダを共有する」を有効にし、 I アクセス許可 I ボ 
タンをクリックしまず。 




0このあとは、必要に応じてフオルダに対するアクセス権を設定してくださし、。 
なお 、 NTFS フオー マットの場合は、【セキュリティ】タブでアクセス権を設 
定することをお勧めします。 


49 



















































I トティリティのィンスト-ルム選 

付属の CD - ROM ディスクの中には、ドライノ a ^(がに無線 LAN の設定に必要 
な ユー ティ U ティプ□グラムび入っています。ここでは、 ユー ティ U ティプ 
□グラムをインス!-ールする手順について説明します。なお、説明の画面に 
は 、 Windows XP を使用しています。 


Q 付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れまず。 


0マイコンピュータなどを使って CD - ROM ディスクの I J ^ 

内容を表示します。 rusb 2 utlj フォルダ内にある Usb2utl "^Set^xe 
setup (. exe ) をダブルクリックします。 

-インストーラび起動します。 


0 「 Air@Hawk LD - WL 1 1 USB 2 用の InstaHShield ウイザードへようこそ」 
と表示されますので、ボタンをクリックします。 


□ 


インストール先を指定します。通常はそのまま変更する必要はありませんの 
で、 I 巧へ I ボタンをクリックします。 



インス I -ール先を変更 
したい場合は、ここを 
ク1」ックしてインス 
I -ール先を指定します。 


ク U ック 
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1 1. ユーテイリテイのインス I ル 


回 


〈プ□グラムフォルダの選択〉画面が表示されます。通常はそのまま変更す 


る必要はありませんので、 I なへ]ボタンをクリックします。 



フオルダ名を変更した 
いときは、ここに名称 
を入力します。 


ク U ック 


• インス!-ールび始まります。 


Q 〈 InstaHShield ウイザード完了〉画面が表示されれば、ボタンをク 


ク U ック ) 

Q コンピュータが再起動すると設定ユーティリティが表示されます。これで 
インス!ルは完了です。ご使用の OS に合わせてこのあと、無線 LAN の設 
定へ進みます。 

アンインス I -ールするとさは 

[スターり一[すべてのプ□グラム] 一 [ Ai 階 Haw ロー [ LD - WL 1 1 USB 2] に 
ある [ Uninstall ] を実行してアンインス I ルします。 



リックします。 
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1 ム igi■ Mk 1 1 園 7 

一 

1 無原 LAN lu 接続する 

LllrlSJJisf 


無線 LAN び使用でさるように設定します。 Windows XP とそれけ外の OS で 
設定方法び異なりますので、ご使用の 0 S に合わせてこのあとの説明をお読 
み < ださい。 

- Windows XP の場合今次ぺージより 
- Windows Me /98/2000 の場合吟已4ぺージより 

tnM 本製品のユーティ U ティやアクセスポイントのファームウェアは、機能向上 
が のために更新されていることびあります。弊社ラニードホームページ旧0ぺ一 
ジ参照)にアクセスするなどして、常に最新のユーティ U ティおよびファーム 
ウェアに更新してください。 


接続作業の前に 


参 ESS ID の設定について 

本製品は ESS ID び 「 ANY 」 の状態で出荷されています。この場合はご使用 
になっている無線 LAN グループの ESS I □に関係なく、近接の無線 LAN に自 
動的に接続することびでさます。ただし、近接する場所に複数の無線 LAN び 
ある場合、混信する可能性びありますので、接続を確認でさたあとは ESS 
ID をご使用になっている無線 LAN グループの ESS ID に変更することをお勧 
めします 。 ESS ID の詳しい説明については] 2ページに SS ID 」 をお読み 
<ださい。 

•本製品か5アクセスポイントを設定する場合 

Windows Me /98/2000 で本製品から無線 LAN を使ってアクセスポイント 
のユーティ U ティを設定する場合は、本製品の設定ユーティ U ティの設定を 
初期値のままにしてアクセスポイントに接続してください。本製品の ESS 
ID を先に変更してしまうとアクセスポイントに接続できなくなります。先に 
変更してしまった場合は【ネットワーク設定】タブのボタンで初期 
値に戻してください。 


12. 無線 LAN に接続ずる 


Windows XP での無線 LAN 設定 


本製品のドライバおよび設定ユーティ U ティはインス I -ールしただけでは正 
常に動作していません。ここでは無線 LAN び正常に動作するよラに設定をお 
こないます。 


Q インフラストラクチャ-モードの場合はアクセスポイントを起動しておき 
ます。アドホック•モードの場合は、無線 LAN の設定が完了しているコン 
ピュータを起動しておきます。 


Q デスクトップ画面のち下のタスクトレイにある[ワイヤレスネット ワーク] ア 
イコンをダブルクリックします。この時点では、まだ無線 LAN に接続できて 
いないので X マークが 付いています。 


t - - -- 


^■■1 が蝴鐵並 

-ダブルクリック J 


環境によっては自動的に無線 LAN を認識する場合びあります。この場合、 
ダブルク U ックするとすぐに手順0の画面び表示されます。 


0 r 利用できるネットワーク」に接続する無線 LAN の ESS ID が表示されてい 
ます。 @1] ボタンをクリックします。 


現在設定されている 
無線 LAN の ESS のび 
表示されます。 


ク U ック I 


ワイヤレスネラトワークへの巧ち 


[煤尉を如ゥクしてください。 
利巧できるネットワー娜 


，端な飄^; 


ネットワークへの按椅に巧題げある巧合は、 B な田設君をクリックしてくだなん 


I 詳細設定(か''〕 
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12. 無線 LAN に接続ずる 


Q 無線 LAN に自動的に接続し、〈ワイヤレスネットワーク接続の状態〉画面が 
表示されます。内容を確認した5 ボタンをクリックします。 



ク U ック I 


-[接続]の各状態を見て、正常に動作していることを確認して<ださい。 
•速度び遅かったり、シグナルの強さび弱いとさは、アクセスポイントや本 
製品の位置を調整して < ださい。 


■ これで無線 LAN の動作確認は完了です。 


-よりセキュ U テイを高めるために WEP を設定することびできます。設定方 
法については、63ページ 「 WEP を設定する」をお読みください。 

無線 LAN び正しく設定されていてち、各コンピュータのネットワーク設定 
^ やインターネットへ接続する設定び終わっていないと、それぞれには接続で 
きません。 Windows XP での設定例については 17 ぺージ「ヴービスとプロ 
トコルを確認する」および20ページ「ネットワークの設定例」をお読みく 
ださい。 


Windows XP なかの OS で無線 LAN を設定する 


Windows XP しが4の対応 OS での無線 LAN 設定は、付属の設定ユーティ U 
ティでおこないます。無線 LAN には2つの通信モードびあります。ご使用に 
なる環境びどちらの通信モードになるかを確認してから操作手順をお読みく 
ださい。 
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12. 無線 LAN に接続ずる 


インフラストラクチャ • 
モード 

無線 LAN のアクセスポイントまたは無線ルータを 
経由してデータのやり取りをします。 

アドホック-モード 

アクセスポイント等を使用せず、無線 LAN アダプ 
夕を取り付けたパソコン同±び直接データのやり取 
りをします。 


Q ご使用の通信モードに合わせて、アクセスポイント(無線ルータ)や無線 LAN 
アダプタを取り付けたコンピュータを起動しておきます。 

-インフラストラクチヤ-モードではアクセスポイントび、アドホック • 
モードでは接続相手のコンピュータび起動していないと設定でさません。 


Q 設定ユーティリティが表示されていない場合は、タスクトレイにあるユー 
ティリティアイコンをダブルクリックします。 

ユーティ U ティアイコン t 

-ダブルクリック i 

-〈設定ユーテイ U テイ〉画面び表示されます。 



U 化 ： 


I I アイコンびホ色や？マークで表示されているとさ 
を I 意 I 本製品は正常に動作していません。74ページ「こんなとさは」を参照し 
て < ださい。 

設定ユーティリティは常駐させる必要びあります 

本製品の設定ユーティリティは常駐させる必要びあります。設定ユーティ 
リティのク□ーズボックス（之 j ) をクリックして終了すると、無線 LAN び 
使えなくなります。画面を閉じるときは、必ず [ OK ] ボタンをクリックす 
るか」をクリックしてタスクトレイに甫駐させてください。 

再起動するには、[スタートト[プ□グラム]一 [ Air @ Hawk ] 一 [ LD - WL 1 1 
US 目 2] 一に onfi 旨 uration U 川 ity ] 湖期値の場合)を実行します。 
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12. 無線 LAN に接続ずる 


0アドホック•モードで使用する場合は通信モードを変更します。【ネット 
ワーク設定】タブを選択します。インフラストラクチャ•モードの場合は手 
順 g へ進みまず。 



ここを選択 


-【ネットワーク設定】タブを選択したら手順0へ進みます。 


Q 通信モ-ドで「802.11 AdHocJ を選択し、 [H] ボタンをクリックしま 
す。接続相手のコンピュータも通信モードがアドホック-モードになるよう 
に設定しまず。 


巧郎ネットワ-ウ設定 I ブ□ファイル I AP -度 I オプション I バ-ジョン槪后 I 
溫訂-ド 


[802.11 A 


を 


r 


伝さ速度 3 


こを選択] 


を 


リック I 


-このあとは手順 g じ(降の操作をおこないます。 
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12. 無線 LAN に接続ずる 


Q 巧のことを確認してくださし、。 



※画面例はインフラストラクチャ-モードの場合の例です。 

① r 接続状態」が「接続」になっているか 

② 「接続先 ESS ID」 にアクセスポイントまたは無線ルータで設定した ESS 
ID が表示されているか 

③ 信号強度が十分にあるか、電波の状態によりインジケータの色が変化します。 
緑：電波の状態は良巧です。 

黄：電波の状態が不安定です。途切れたり、伝送速度がほ下します。 

ホ：電波の状態がよくありません。 


Q 正常に動作が確認できれば臣固ボタンをクリックします。 



ク U ック 


M 嘴 


これらの項目の状態び正常でない場合は、74ページ「こんなとさは」を参 
照してください。 
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12. 無線 LAN に接続ずる 


Q 「マイネットワーク」で相手の共有フオルダを確認したり、 WEB ブラウザで 
インターネットに接続でをるかを確認します。 

♦マイネットワークで共有フオ J レダを確認した場合の画面例 



無線 LAN び正しく設定されていてち、各コンピュータのネットワーク設定 
やインターネットへ接続する設定び終わっていないと接続でをません。 

-共有フォルダで確認するには、ネットワーク設定び完了して相手のコン 
ピュータに共有フォルダび設定されている必要びあります。 

. インタ— ネットに接続して確認するには、あらかじめ他のコンピュータで 
インターネットに接続でさることを確認している必要びあります。また、 
本製品を取り付けたコンピュータの TCP / IP プ□トコル設定び完了してい 
る必要びあります。 

TCP / IP の確認ちまについては、このマニュアルのネットワーク設定に関 
する説明を参考にしてください。 


■ これで無線 LAN の設定と動作確認は完了です。 

-よりセキユ I 」テイを高めるために WEP などを設定したり、その他のオプ 
シヨンを設定する場合は次ページからの「各タブの設定 U ファレンス」を 
お読み < ださい。 
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，ブの設定リファレンス 


メイン画面と情報タブ 


メイン画面には通信状態など現在の接続状況び表示されます。また、【情制 
タブには本製品の情報び表示されます。 

^ ■にI x| 

ア巧プタを进巧してください 「Air@Hawk LD-WU1/USB2 ，| 


|Niy family 


[00：60：B3：F1：F4：82 

[Infrastructure 


:巧谢 I ネットワ'•ウ設定 I ブ□乃イルI AP -居IオプションI "-ジョン.Iき節1 


周;'巧辣ドタイン 

ド切 B 

MAC アドレス 

1弧:扼加: F 注 92:A2 

ファームり巧/トジヨシ 

|0.90.0.44 


参メイン画面 

接続先 ESS ID 

現在接続している無線 LAN グループの ESS 1□を表おします。 

接続先 BSS ID 

接続先のアクセスポイント(無線ルータ)の MAC アドレスを表 
示します。アドホック-モードの場合は仮想的な MAC アド 
レスび表示されます。 

通信モード 

現在の通信モードを表示します。インフラストラクチャ•モー 
ドの場合は 「 Infrastructure 」、 アドホック•モードの場合 
は「呂 02.1 1 Ad Hoc 」 と表示されます。 

WEP 設定 

本製品の現在の WEP の設定状態を表示します。 

接続状態 

現在、無線 LAN に接続でさているかどラかを表示します。 
「接続」と表おされない場合は、無線 LAN に正常に接続でき 
ていません。 
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13. 各タブの設定リファレンス 


インジケータの色と長さで信号強度を表おします。インジ 
ケータび長く伸びているほど信号強度び高いことを示しま 
す。また、インジケータは長さによって色び変わります。 


信号強度 

緑：電波の状態は良好です。 

黄：電波の状態び不安定です。途切れたり、伝送速度び低下 
します。 

ホ：電波の状態びよくありません。 

• 【情報】タブ 

周波数ドメイン 

本製品は日本国内向けの製品です。ドメインには 「 AR 旧」 

と表示されます。 

MAC アドレス 

本製品の MAC アドレスを表おします。 

ファームウェア 
バージヨン 

本製品のファームウェアバージョンを表示します。設定ユー 
テイ U テイのバージョンは【パ'-ジョン情報】タブに表おさ 
れます。 


ットワーク設定タブ 


【ネットワーク設定】タブでは無線 LAN に関する内容を設定します。 

♦ 【ネットワーク設定】タブ 
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13. 各タブの設定リファレンス 


通 

信 

モ 

I 

ド' 

Infrastructure 

アクセスポイントを経由してデータのやり取りをし 
ます。本製品または無線 LAN PC カードのほかに、 
アクセスポイントび別途必要です。使用するチャン 
ネルは電波状態に合わせて自動的に設定されます。 

802.11 Ad Hoc 

アクセスポイントなどを使用せず、無線 LAN アダプ 
夕同±でデータのやり取りをします。本製品などの 
無線 LAN アダプタび2台け上あれば無線 LAN を使用 
でさます 

ESS ID 

初期値は 「 ANY 」 で、接続先の ESS 1□に関係なく 
接続することびでさます。動作確認後はご使用にな 
る無線 LAN グループの ESS ID に設定を変更するこ 
とをお勧めします。大文字とル文字び区別されます。 

伝送速度 

通常は 「 Auto 」 に設定しておくと、信号強度に合わ 
せて自動的に伝送速度を調整します。信号強度び高 
い場合は高速に、弱い場合は低速になります。通信 
距離よりち通信速度を優先したい場合などは速度を 
固定することちでさます。速度を固定した場合は、 
通信速度び維持でさないほど信号強度びほ下すると 
通信でさなくなります。 


M が 


ESS ID について 

混信や盗聴を防ぐために ESS I □は初期値から変更することをお勧めしま 
す 。 ESS I □を変更する場合は、新しい ESS I □を入力してボタンを 
ク1」ックします。同じ無線 LAN グループに属するアクセスポイント(無線 
ルータ）および無線 LAN アダプタは、すべて同じ ESS ID に設定します。 
ESS I □は大文字とル文字を区別しますのでごを意ください。 


参 r 変更I ボタン 

通信モード、 ESS の、伝送速度の各項目および WEP 設定、高度な設定、初 
期値で設定を変更した場合は、必ず [ H ] ボタンをク U ックして設定を保存 
します。このボタンをク U ックしないと、設定した内容は有効になりません。 


♦ rwEP 設定I ボタン 

送受信するデータを暗号化します。これにより第兰ちによる盗聴の危険性び 
少なくなります。設定方法については目3ページ 「 WEP の設定」をお読みく 
ださい。 
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13. 各タブの設定リファレンス 


参 r 初期値 I ボタン 

【ネットワーク設定】タブのすべての設定内容を初期値に戻します。このボ 
タンをク U ックしたあと、必ず怪更 I ボタンをク I 」ックしてください。 


参 r 高度な設定 I ボタン 

本製品のオプション機能を設定します。次の「高度の設定について」をお読 
み < ださい。 


高度な設定について 


本製品のオプション機能を設定します。設定を変更した場合は、凹。ボ 
タンをク U ックして〈高度な設定〉画面を閉じたあと、必ず gg ボタンを 
ク U ックしてください。 



•省電力 

本製品を省電カモードで使用するとコンピュータ本体の消費電力を抑えるこ 
とびでさます。コンピュータ本体び省電カモードに対応している場合に「有 
効にする」を選択します。コンピュータ本体び省電カモードに対応していな 
い場合は「無効にする」を選択してください。間違った設定をすると認識さ 
れないなどの問題び発生する恐れびあります。 

•隠れ端末対策 

通常はこのまま変更する必要はありません。障害物などにより隠れ端末びで 
さると、コ U ジョンび発生してデータの転送効率び低下することびあります。 
このような場合は、この値をルさくすると、設定した値を超えるパケットび 
端末から送信された場合に、 CSMA/CA with RTS / CTS 方式で通信するよ 
ラになります。これにより、パケットび小さく分割されコ U ジョンを回避す 
ることびでさます。 
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13. 各タブの設定リファレンス 


参フラグしきい値 

通常はこのまま変更する必要はありません。通信状態び悪い環境では、同じ 
データの送信を何度わくり返して要まされることびあります。このような環 
境で、大さなファイルサイズのデータを送信すると、再送信びくり返された 
り、それび原因でコ U ジョンび発生したりします。このような場合に、この 
値をルさくします。設定した値を超えるパケットび端末から送信された場合 
に、パケットび小さく分割されコ U ジョンを回避することびできます。 


WEP の設定 


無線 LAN 上でやり取りされるデータを盗聴から保護するために WEP(Wired 
Equivalent Privacy ) に基づいてデータを暗号化します。これにより 、 WEP 
を設定したコンピュータだけびデータを読み取れるようにします。なお、 
WEP の設定は Windows XP では OS 標準の機能を使用し、その他の 0 S では 
設定ユーテイ U ティの機能を使用します。 


II 弊社のアクセスポイント" LD - WL 1 1/ AP " を使って WEP を利用する場合 
注!意 I は、アクセスポイントのファームウェアびバージヨン2.0 .0 じ(上であるこ 
とを確認してください。それ前のバージョンで WEP を使用する場合は、 
設定に制約びあります。アクセスポイントのファームウェアのバージョン 
アップについては、アクセスポイントのマニュアルをお読みください。 


WEP 設定のポイント 


WEP キーにはキー1〜キー4まであり、同時に4種類のキーを登録でさます。 
コンピュータ A とコンピュータ目の間で暗号化したデータをやり取りする場 
合は、お互いび同じ WEP キー番号(キー]〜キー4のいずれか)に同じキー 
ワードを入力します。これで相互に暗号化されたデータを正しく受信でさま 
す。キー番号は4つありますび、実際に使用するのはひとつだけです。使用 
する WEP キー番号にだけ文字列を設定してわかまいません。 

WEP を設定してわ暗号キーの文字列び異なったり、文字列び同じでわ使用す 
る WEP キー番号び異なったりすれば、データのやり取りはでさません。 
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13. 各タブの設定リファレンス 


コンピュータ日 


m ノノ 

X X 


キー 1 OCOF 已 711E8 
キ ー 2 0C1A4B7DC3 


コンピュ ー' 


-夕 A み 

加り 


I ンピュータ C 


いずれの設定ちコンピュータ日は 
データのやり取りびでさません。 

パり 〇 い ((‘ 

キ ー 2 0C0F571 1 E8 キ —2 OCOF 已 711E 曰 


/みコ; 

也 


《Windows XP ではキーのインデックスという名称で表記され、キ ー1 ーインデッ 
クス0、キー2ーインデックス1、キー3ーインデックス2、キー4ーインデック 
ス3になります。 


キーに入力でをる文字と文を数 


各キー ( key 1〜 key 4) に入力できる文字は半角文字の16進数 （1 目進数入力 
モード時)と半角英数字(半角英数字入カモード時)だけです。]日進数とは〇〜 
9の数字と A 〜 F のアルファべットで構成される文字列です。例えば 
「0 C 2 F 9 TA 27 目」のよラになります。全角文字や記号は使えません。入力 
する文字数は]日進数入カモード時では日4ビットなら] 0巧の文字列を、 
]28ビットなら26巧の文字列を入力します。半角英数字入カモード時は日4 
ビットなら已巧の文字列を、] 28ビットなら] 3巧の文字列を入力します。 
それぞれで字数は固をで、をくてもみなくても TF しく設をでホません。 

本製品では任意の半角英数字を入力すると自動的に WEP キーを生成する機能 
びあります。この機能を利用すれば簡単に任意の WEP キーを作成でさます。 

《Windows XP では暗号に ASCII 文字を使用することびでさますび、同じ無線 
LAN グループに16進数しか扱えない機器びある場合は ASCI に宇は使用できま 
せん。また 、 Windows XP では本製品の日4ビットび「40ビット （10 巧)」と、 
本製品の128ビットび「104ビット (2 日巧)」と表記されています。 
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13. 各タブの設定リファレンス 


WEP の設定手順 (Windows XP の場合) 


Windows XP 標準の機能を使用します。 


Q デスクトップ画面ち下のタスクトレイにある[ワイヤレスネットワーク]アイ 
コンをダブルクリックします。 


ダブルクリック J 


0 〈ワイヤレスネットワーク接続の状態〉画面で、 I プ□パティ I ボタンをク 
リックします。 


0 〈ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ〉画面で、【ワイヤレスネット 
ワーク】タブを選択します。 


□ [優先するネットワーク]にある使用中の ESS ID を選択し、 ヴ日八ティ ] ボ 
タンをクリックします。 

语巧するネ》トワ-ク®: 

下の一垃こある川陆で、利用できるネットワークじ自旣的に操席する： 

—を I 飄而 ^ 

I _ ' ~卞ク•巧れ (j w 

し胤日婚… J I ~~ I L ブ山巧ィ但)卡- 

りイサレス末々卜り一勺な巧のわ々トア、パの詳細 - - 

ik ^ Ctr . 
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13. 各タブの設定リファレンス 


回 


必要事項を設定し、因固ボタンをクリックします。 



♦キーインデックス対応表 


キー イン 
デックス 


弊社 

キー ま号 

0 

— 

1 

1 

一 

2 

2 

一 

3 

3 

一 

4 


ク U ック I 


①「データの暗号化」を選択します。 

③「キーは自動的に提供される」のチェックをはずします。 

③ キーの形式で「1日進数」か 「ASCI 权字」を選択します。 

④ キーの長さで40ビット(弊社の日4ビットに相当)または104ビット(弊社の 
12日ビットに相当)のどちらかを選択します。 

⑥キーのインデックス(弊社のキー番号に相当)を選択します。 

《Windows XP のキーインデックスと弊社製品のキーま号は、上表ののように対 
応しています。 

⑥ネットワークキーに暗号キーを入力します。キーの形式で「1目進数」を 
選択した場合は、40ビットなら] 0巧、] 04ビットなら2目巧の1目進数を 
入力します。キーの形式で 「ASCII 文字」を選択した場合は、40ビットな 
ら已巧、104ビットなら] 3巧の ASCII 文字を入力します。巧数び多くても 
少なくても正しく設定でさません。同じ無線 LAN グループの機器には、す 
ベて同じ暗号キーを入力します。 


Q これで設定は完了です。すべての画面を閉じます。データのやり取りをする 
すべてのコンピュータおよびアクセスポイントに同じ暗号を設定をします。 
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13. 各タブの設定リファレンス 


WEP の設定手順 (Windows XPJU かの OS の場合) 



Q 【ネットワーク設定】タブで IWEP 設定Iボタンをクリックします。 


ク U ック I 


Q 使用している無線 LAN の環境に合わせて WEP の種類と使用する WEP キーの 
番号を選択します。 



^こを選択 I 


ここを選択) 


巨4 bit 

巨 4bit で暗号化します。 WEP40(40bit) と互換性のある暗号化で 
す。同じ無線 LAN グループの無線 LAN アダプタおよびアクセスポ 
イントび WEP40 しか対応していない場合はこちらを選択します。 

128 bit 

1 28bit で暗号化します。日 4bit よりも高度なセキユ U ティを確保 
できます。同じ無線 LAN グループの無線 LAN アダプタおよびアク 
セスポイントび12日 bit の暗号化に対応している必要びあります。 
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13. 各タブの設定リファレンス 


0キーの作成方法を選択します。 



どち 5 かを選択) 


参キーを自動的に作成する 

吟「キーを自動作成する」を選択し、手順 a へ進みます。 

•キーを手動で入力する 

■►1キーを手入力ずる」ボタンをク1」ックし、手順且回へ進みます。 


□ 


半角英数字の文字列を入力し、臣に]ボタンをクリックします。このあとは 
手順0へ進みます。 



-第兰をに推測されにくい文字列を入力して<ださい。 

-入力した文字列は医固ボタンをク U ックすると表示されなくなります。 


I ] 入力した文字列は IOKI ボタンをクリックすると表示されなくなります。 
ま fel メモするなどして忘れないようにしてください。また、アクセスポイント 
や他の無線 LAN アダプタに WEP 設定をする場合は、 I キーを手入力する I 
ボタンをクリックします。一覧から使用するキー番号の16進数をメモし 
て、その16進数を使用してください。 


Q 半角英数字で入力するか、16進数で入力するかを選択し、さ5に「キーを 
手入力する」を選択します。手順回へ進みます。 
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13. 各タブの設定リファレンス 


la Key 1〜 Key4 に半角英数字または1目進数を入力します。入力が終われば 
两 ボタンをクリックします。このあとは手順0へ進みます。 

-すクリック J 


WEPODI 
ほ齡る Vi 


|64-bit 

Jj 

1 OK -ie 

|2 

zl 

キサンたル I 


WEP キーを化遠数の- 9. A-F. a- むで入力してくだみ、 


P 已 A8F 巧224 


|6B7F2E8440 


|8C12D104D1 


[82DC58E180| 




入力する I 


入力するべさ半角英数字または] 6進数は次のとおりです。 



半角英数字を選択した場合 

1巨進数を選択した場合 

64 bit 

半角英数字5文字 

10巧の1日進数 

12扫 bit 

半角英数字13文字 

2日巧の1日進数 


- で字数およびお数は固をで、をくてわみなくてわ TF しく設をでホません。 

• 4つのキーすべてに入力してください。 


I ] 入力した文字列は IOKI ボタンをクリックすると表ちされなくなります。 
注!意 I メモするなどして忘れないようにしてください。 


Q [mm] ボタンをクリックしまず。 



ク U ック I 
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13. 各タブの設定リファレンス 


〇 「WEP 設定」に指定した b けが表示されます。 



■ このコンピュータの WEP の設定は完了です。データのやり取りをするすべて 
のコンピュータおよびアクセスポイントに同じ暗号を設定をします。 


プ□ファイルタブ 


複数の場所でパソコンを使用する場合、それぞれの場所にあるアクセスポ 
イントについて、 ESS I□や WEP などの設定を保ちしておくことで簡単に接 
続することびでさます。プ□ファイルを利用することで設定内容を設定ユー 
ティ U ティに読み込ますことびでさます。 

♦ 【プ□ファイル】タブ 
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13. 各タブの設定リファレンス 


参 I新規作成 1 ボタン 

新しくプ□ファイルを作成します。このボタンをク U ックすると、初期値の 
状態の〈プ□ファイルの編集〉画面び表示されますので、設定をしてから 
医固ボタンをク U ックしてください。各項目は【ネットワーク設定】タブ 
の内容と同じです。 

参 gg ボタン 

[プ□ファイルー覧]にあるプ□ファイルを選択し、このボタンをク U ックす 
ると、そのプ□ファイルび削除されます。 

• SB ボタン 

[プ□ファイルー覧]にあるプ□ファイルを選択し、このボタンをクリックす 
ると、そのプ□ファイルび表示されて編集することびでさます。 


♦ I コピ ー] ボタン 

[プ□ファイルー覧]にあるプ□ファイルを選択し、このボタンをク U ックす 
ると、そのプ□ファイルの内容を別のプ□ファイル名で保をすることびでさ 
ます。 


♦ I現設定の保を 1 ボタン 

現在のネットワーク設定の内容をプ□ファイルとして保をすることびでさま 
す。このボタンをク U ックすると、〈新しいプ□ファイルの追加〉画面び表 
示されますので、任意のプ□ファイル名を入力して保ちして<ださい。保存 
したプ□ファイルは[プ□ファイルー覧]に表示されます。 


• I プ□ファイルの適用 I ボタン 

プ□ファイルー覧で選択したプ□ファイルの設定内容を読み込みんで、現在 
の設定に使用します。 

♦ @3ボタン 

保存されたプ□ファイルのファイルを[プ□ファイルー覧]に読み込みます。 
他で保存したプ□ファイルのファイルを読み込むとさに使用します。 

参 gg ボタン 

[プ□ファイルー覧]にあるプ□ファイルをファイルとして指定した場所に保 
をすることびでさます。 
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13. 各タブの設定リファレンス 


AP — 覽タブ 


接続可能なアクセスポイントの情報び一覧で表示されます。検索中は一時的 
に無線 LAN の接続び接続されることびあります。 

♦【AP —覧】タブ 

’店報 I ネットワーウ設定 I ブ□乃イル AP 一居 I オブシむ I バージョン’悟節 I 
まま:がまを巧うと一時的にネットワークび切がされることげ械ます。 



再が巧 


♦ I 再検索1 ボタン 

接続可能なアクセスポイントをもう一度検索します。 


オプションタブ 


このオプション項目をチェックすると、いったん本製品のコネクタを抜いた 
あと、再び差し込んだ場合にタスクトレイで閉じた状態の設定ユーティI」 
ティの画面を自動的に開さます。 


♦ 【オプション】タブ 

‘陪報 I ネットワ-ク設定 I ブ□フ7イル I AP -居が'ンヨン I バ-ジョン怕節 I 


r ア跳ザ追加されを場を恶村る。： 
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13. 各タブの設定リファレンス 


パージョン情報タブ 


設定ユーティ U ティのノくージョンを表示します。 

♦ 【バージョン情報】タブ 

信報 I わトワ-ウ設定！プ□ファイル I AP— 臣 I オプション：，、づヨン淵り 
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11 こんなとをは 


三/ rJi たじ/ 


お線 LAN 関係のトラブル 


•無線 LAN がつなが5ない。 

① Windows Me /9 日/2000で本製品を使用するには、設定ユーティ U ティ 
び常駐している必要びあります。タスクトレイに設定ユーティ U ティのア 
イコンびない場合（己已ぺージ参照）は、[スタート]一[プ□グラム]一 
[ Air @ Hawk ] 一 [ LD - WL 1] US 目2卜に onfi 呂 uration U 川 ity ] 彻期値の場 
合)を実行します。 

※インストール時にディレクト1」を指定している場合などは異なります。 

② 通信モードを正しく設定していますか。設定ユーティ U ティの【ネット 
ワーク設定】タブで、通信モードび正しく設定されているか確認してくだ 
さい。無線 LAN アダプタだけで通信する場合は、「802.1] Ad Hoc 」 に 
設定し、アクセスポイント経由で通信する場合は、 「 Infrastructure 」 
インフラストラクチャ-モード」に設定してください。 

③ ネットワーク設定で、実際のネットワーク環境に応じたプ□トコル、ヴー 
ビスなどの設定をしていますか。プ□トコル ( TCP / IP など)、クライアン 
卜 （Microsoft Network クライアントなど）、ヴービス （Microsoft 
Network 共有サービスなど)を環境に応じて設定する必要びあります。 

④ ルータなどの DHCP サーバ機能を使用せずにインターネットプ □ トコル 
「 TCP / IP 」 を利用する場合は、各パソコンに手動で IP アドレスを割り当て 
る必要びあります。詳しくは Windows XP 今] 9ぺージ 、 Windows 
Me /98- f 3 已ぺージの 「 MEMO 」 を参照してください 。 Windows 
2000は43ページ「ネットワークの設定例」を参考にしてください。 
例としては IP アドレスを] 92.1 日日. 1.1] から順に「1]」の部分を]2, 
13. 14•••と変えて各パソコンに割り当てます。「192.1日8.1」の部分は 
固定です。サブネットマスクは「2己已 .2 己己.2已已.0」を割り当てます。 
ヴブネットマスクは各パソコンとわ同じ数値を入力します。既存のネット 
ワークと接続する場合は、使用中の環境に合わせます。 

《 CATV インターネットなどでは、回線事業ちから IP アドレスを指定される場合 
びあります。その場合は指示に従ってください。 
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14 . こんなときは 


⑥本製品の ESS ID とアクセスポイント(無線ルータ)の ESS ID び異なると、 
アクセスポイントを見つけることびでさません 。 Windows 
Me /9 日/2000の場合は、本製品の設定ユーティ U ティの【ネットワーク 
設定】タブで ESS ID を 「 ANY 」 に設定してください。こうすることで、 
本製品に近接するアクセスポイントに接続でさるよラになります。接続後 
はアクセスポイントの ESS ID を確認し、その名称を本製品の ESS ID に設 
定してください。 

⑥ WEP 設定、アクセスコント□-ル設定は正しいですか。 WEP 設定は、 
データをやり取りするすべてのコンピュータで同じ暗号を使用する必要び 
あります。また、アクセスポイントでアクセスコント□ールを設定してい 
ると、設定条件によっては無線 LAN に接続できない場合びあります。 

⑦ 弊社アクセスポイント ’’ LD - WL ] ]/ AP ’’ で WEP を使用する場合、アクセス 
ポイントのファームウェアびバージョン 2.0.0 未満では、通信速度を 
己己 Mbps じ(下に設定する必要びあります。ファームウェアびバージョン 
2.0 .0 未満の場合は、ファームウェアをノくージョンアップしてください。 

⑨ WEP を設定している場合は、本製品から無線 LAN を使ってアクセスポ 
イントを見つけることびでさません。そのため、本製品からアクセスポ 
イントの設定を変更することはでさません。このような場合は、有線 LAN 
経由か Telnet 経由でアクセスする必要びあります。 Telnet のコマンドに 
ついては、アクセスポイントのユーヴーズマニュアルにある「こんなとさ 
は」を参照してください。 


参データの転送速度が遅い。 

設定ユーティ U ティの伝送速度を 「 Auto 」 に設定している場合、接続先の 
アクセスポイント(アドホック-モードではコンピュータ)との距離び離れて 
いたり、障害物びあると自動的に伝送速度を遅くします。設定ユーティ U 
ティの信号レベルと電波状態を確認してください。なお、伝送速度を固定す 
ると、指定した速度では電波び届かない場合は、電波び途切れてデータび送 
れな < なります。 
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14. こんなとさは 


共通のトラブル 


♦LINK ランプが点!打しない。 

① US 目ポートにケーブルび正しく接続されているかを確認してください。 

③ケーブルの接続などに問題びない場合は本製品の設定を確認してください。 
デバイスマネージャなどで本製品のプ□パティを開さ、状態を確認してい 
<ださい。 

•インターネットに接続でをない 

① 下じド/1ドプ〇トコルび設定されているかを確認してください。 

〈ネットワーク〉画面で下じド/1ドプ〇トコルび設定されているかを調べて 
ください。見あたらない場合は、 TCP / IP プ□トコルを追加してください。 

② DHCP サーバ機能を使用していない場合は、 IP アドレスを手動で割り付け 
てください。 TCP / IP のプ□パティにある 【 IP アドレス】タブで設定しま 
す。詳しくは Windows XP 今19ぺージ 、 Windows Me /98 吟3已ぺージ 
の 「 MEMO 」 を参照してください 。 Windows 2000は43ページ「ネッ 
トワークの設定例」を参考にしてください。 

③ 下じド/1ドプ0トコルの設定び正しいかを確認してください。 

プ□バイダによって、 IP アドレスを自動取得する場合と固定 IP アドレスを 
指定する場合びあります。プ□バイダから提供されるマニュアルで確認の 
上、正しい設定をおこなってください。 

④ プ□バイダから提供された情報をすべて設定しているかを確認してください。 
IP アドレス必州こわ、識別情報の指定などび必要なことびあります。プ〇 
バイダから提供されるマニュアルで確認の上、正しい設定をおこなってく 
ださい。 

•本製品の設定は正常に終了したが、ネットワークコンピュータを開くと 
「ネットワークを参照でさません。」のエラーが表示される。 

①正常にネットワークの設定びできていない可能性びあります。わう一度、 
本製品の設定を確認し、 0 S 側び本製品を正常に認識しているか調べてく 
ださい。 
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14 . こんなときは 


- Windows XP で本製品が正常に動作しているかを確認する方法 
吟1目ページの手順0〜0 

- Windows Me /98 上で本製品が正常に動作しているかを確認する方法 

今26ページの手順回〜回 

- Windows 2000 上で本製品が正常に動作しているかを確認する方法 
[コント□-ルパネル] 一 [システム]で【八ードウ エア】 タブー 
I デバイスマネ ~夕^ ボタンをク U ックします。「デバイスマネージャ」の 
一覧にある「ネットワークアダプタダ」の本製品のアダプタ名をダブルク 
U ックし、本製品のドライバび正常に動作しているかを確認してください。 


Windows Me /98 損境でのトラブル 


•Windows 98で本製品の設定をおこなった場合に CD-ROM を要求されて 
しまラ。 

ネットワークの設定に必要なファイルは、弊社提供のドライバの他に 
Windows 98側で提供されるファイルわ含まれています。このような場合は、 
表示されるメッセージに従って 、 Windows 98の CD - ROM をドライブに 
セットし、そのドライブの 「 WIN 98」 ディレクト U をパスとして指定して 
<ださい。 

例： CD - ROM ドライブび D ドライブの場合一 D :¥ WIN 9 呂 

《Windows 98プリインストール(最初からインストールしてある)の機種に関して 
はパスの指定を c :¥ Wmdows ¥ Options ¥ Cabs に変更してください。インス 
I -ールでさない場合は、コンピュータ本体のメーカーにおたずねください。 


•Windows Me/98 でネットワークに接続したが、ファイルやプリンタの 
共有がでをない。 

ネットワークには接続でさて相手側へ入れるようになったび、相手側のドラ 
イブやプ U ンタの使用びでさないとさは次の点を確認して<ださい。 
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14 . こんなときは 


① [ネットワークコンピュータ]一[プ□パティ]一「ネットワーク構成の一覧」 
に 「 Microsoft ネットワーク共有サービス」び組み込まれているかを確認 
してください。 

組み込まれていない場合は[ファイルとプ U ンタの共有]のチェックボック 
スをク U ックして、有効にして因因ボタンをク1」ックしてください。 

② 共有したいフォルダやプ U ンタに共有設定をおこなっているかを確認して 
ください。共有の方法は次のよラにしてください。 

-共有したいフォルダやプ I 」ンタのアイコンをちク U ックしてメニューを 
表术します。 

•共有という項目を選択し、「共有しない」になっている設定を「共有す 
る」に変更して因巧ボタンをクリックしてください。 


Windows 2000損境でのトラブル 


参ネットワーク設定がでをない。 

Administrator 権限で□グオンしていますか。ネットワークの各種設定には 
Administrat □「権限びないと設定できない項目びあります。 


参利用者が Windows 2000をインス!ルしたコンピュータにアクセスで 
をない。 

① 利用ちびアクセスを許可するユーヴとして登録されていますか。このマ 
ニュアルの48ページを読んで登録されているか確認してください。 

② 利用をび共有フォルダにアクセスできるように設定していますか。また、 
アクセス内容を正しく設定していますか。 NTFS フォーマツトの八ード 
ディスクの場合は、さらにセキュ U テイ設定でわ利用をを登録しておく必 
要びあります。 
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14 . こんなときは 


本製品の IP アドレスを知りたいとを 


A. Windows XP/ 2000の場合 

コマンドプ□ンプトを表示し、 「 ipconfi 吕」を実行してくださし、 


(例) Windows XP での実行方法 

①[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アクセヴ U ] 一[コマンドプ□ンプト] 


を選択します。 

③レ」の後ろで力ーソル点滅していますので、キーボードから ripconfigj 
と入力し、キーを巧します。 

③ IP アドレス等び表示されます。 


jments and Set 11nss¥use ipconfis 
3 IP Configuration 


Connection-specific D 膽 S 

IP Address. 

Subnet Mask . 

Default Gateway . 


WorkGroup 
192 . 168 . 1.16 
255 . 255 . 255.0 
192 . 168 . 1.254 


B. Windows Me/ 日 8 の場合 

① [スタート]メニューから[ファイル名を指定して実行]を選択します。 

② 「名前」に 「 winipcf 邑」と入力し、 |0 K | ボタンをク U ックします。 

③ 〈 IP 設定〉画面び表示されます。終了するときは、画面ち上の 立] をク U ッ 
クします。 



参わし、 IP アドレス、サブネットマスクなどび正常に取得でさていないよラ 
であれば 、I すべて書き換え 1 ボタンをク U ックします。 

• IP アドレス自体び取得できない場合は、クライアントび正常にネットワー 
クに接続されていないか、本製品の DHCP サーバ機能び「使用しない」に 
設定されているなどび原因として考えられます。 
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阪： 06-64 已已 -6000 
岡： 092 -482-6000 
台： 022-268-6000 


電話番号 

東京： 03-3940-6000 
名古屋： 0己 2-4 己 3-6000 
札幌： 0]1-210-6000 
広島： 082-223-6000 


♦修理の依頼 

本製品び故障した場合には、故障した製品と保証書に、故障状況を記入した 
わのを添えてご連絡ください。 


I 7サポ-トサ-ビスロぃて山而 

ラニー ド製品の ヴ ポートサービスについては、下記の ラニー ド-サポート 
センターへお電話または FAX でご連絡ください。サポート情報、製品情報に 
関しては、 FAX 情報、インターネットでわ提供しております。なお、ヴポー 
トサービスを受けるためには、必ずユーヴ登録をおこなってください。 

参ラニード•ヴポートセンター 

I TEL : 03-3444-5571 FAX : 03-3444-8205 ] 

受付時間：月〜金曜日9:00〜12:00 ] 3:00〜18:00 

(夏期•年末年始特定休業曰、祝祭曰は除さます） 

《 FAX による受信は24時間おこなっております。 

参インターネット 

http :// www . elecom - laneecl.com 

♦FAX 情報 サービス 

最寄りのサービス情報目 0 X センターにお電話ください。 

ガイダンスに従って取り出したい情報の目 0 X 番号を指示してください。 

メインメニュー目 0 X 番号媚供している情報の一覽び FAX されます） 

固固回回回回 


大福仙 
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保証期間内 

まずは、上記のラニード-ヴポートセンターまで電話または FAX でご連絡く 
ださい。 


15. サポートサービスについて 


保証期間が 

東京都八王テ市テ安町3-已 -2 セキエレクト□ニクス株式会社内 
エレコム修理センター 

電話番号 0426-31-0271 FAX 番号0426 -3]-0272 
受付時間月曜日〜金曜日9:00〜12:00 ] 3:00〜17:00 

(ただし、祝祭曰および夏期-年末年始特定休業曰は除 <) 
《 FAX による受信は24時間おこなっております。 


参ヴポートセンターへお電話される前に 

サポートセンターにお電話される前に次の事項を確認してください。 

•このマニュアルの74ページ「こんなとさは」をお読みになりましたか。 
まだ、お読みでない場合は、お電話の前にお読みください。 

-システムを起動でさる場合は、起動した状態でお電話<ださい。 

-異常のある製品を取り付けたコンピュータの前から会話び可能な場合は、 
コンピュータの前からお電話をおかけください。実際に操作しなびらチェッ 
クできますので、解決しやすくなります。 


FAX を送られる場合は、付属の別紙「トラブルシート」に、でさるだけ詳 
しい内容をご記入 < ださい。 

次のことをお調べください。 


参ネットワーク構成 

使用しているネットワークアダプタ： 

使用している 0 S : 

使用しているコンピュータ本体(メーカーおよび型番)： 

ネットワークを構成するコンピュータの台数と 0 S の構成： 
ネットワークを構成するその他の関連機器 ( HUB 、 ルータ等）： 

♦ 具体的な現象について 

具体的な現象： 

事前にお客様び試みられた事項(あればお伝えください)： 
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11 基 


本仕様 





商品名 

USB ポート対応11 Mbps 無線 LAN イーヴネットアダプタ 

製品型番 

LD - WL 1 1/ USB 2 

周波数帯域 

2,400〜2,497 MHz 

伝送方式 

DS-SS (直接拡散スぺクトラム拡散)方式 

伝送速度 

11 Mbps , 日.已 Mbps ，2 Mbps . 1 Mbps 

チヤンネル数 

14チヤンネル 

規格 

IEEE 802.11 b/ARIB STD - T 日日 / RCR STD -33 A 

インターフェイス 

USB (コネクタ旧タイプ)、バスパワーモード 

LED 

PWR :電源 LNK : U ンクの確立、データ転送 

セキュリティ 

ESS ID . WEP 64 bit (40 bit 互換)/12加け 

適合規格 

VCCI クラス B 適合 

電源 

DC 己 V 

消費電力 

2.3 W (最大） 

動作温度 

0~已已 °C 

動作湿度 

10〜90%備露なきこと） 

対応機種 

PC / AT 互換機 ( D 0 S / V マシン） 

および NEC PC 98- NX シ U — ズで USB ポートを持つ機種 
(自作機は除く） 

対応 0 S 

Windows XP , Windows Me , Windows 98, 

Windows 2000 

付属品 

CD - ROM ディスク （1 枚)、ユーヴーズマニュアル、 

ユーヴ登録カード、保証書 


USB ポート対応 11 Mbps 無線 LAN イーヴネットアダプタ 
LD - WL 1 1/ USB 2 
ユー ヴーズマニュアル 
発行エレコム株式会社 
2002年2月27曰第1版 
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